
神奈川県伊勢原市桜台三丁目17番1号

グンゼ高分子株式会社

代表取締役　平井敬久

（単位：円）

　　　科　　　　　目 金　　　額 　　　科　　　　　目 金　　　額

流動資産 466,632,443 流動負債 240,543,140

現金及び預金 6,710,195 支払手形 88,202,017

製品 55,658,814 買掛金 49,789,639

仕掛品 4,069,799 未払金 33,688,265

原材料 93,480,820 未払費用 27,542,978

貯蔵品 6,433,507 未払法人税等 290,000

前渡金 6,160,000 未払事業税 7,308,500

前払費用 64,653 未払消費税 11,954,400

未収入金 2,965,676 預り金 4,282,190

短期債権 174,393 前受収益 18,000

売掛金 25,080 賞与引当金 17,467,151

親会社短期貸付金 290,889,506

固定資産 627,825,213 固定負債 102,082,502

有形固定資産 588,678,971 退職給付引当金 102,082,502

建物 98,627,773

構築物 3,754,896

機械装置 49,109,504 負債合計 342,625,642

車輌運搬具 369,008

工具器具備品 11,819 株主資本 751,225,545

土地 436,540,411 資本金 300,000,000

建設仮勘定 265,560 資本剰余金 103,940,000

資本準備金 103,940,000

無形固定資産 1,499,166 利益剰余金 347,285,545

施設利用権 1,499,166 利益準備金 47,820,000

その他利益剰余金 299,465,545

投資その他の資産 37,647,076 別途積立金 22,000,000

投資有価証券 1,643,036 繰越利益剰余金 277,465,545

出資金 60,000 評価･換算差額等 606,469

破産債権等 632,400 その他有価証券評価差額金 464,267

長期前払費用 2,967,661

差入保証金・敷金 84,000

繰延税金資産 32,892,379

個別評価貸倒引当金 △ 632,400

純資産合計 751,832,014

1,094,457,656 1,094,457,656資産合計

（純資産の部）

（2026年3月31日現在）
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 貸　　借　　対　　照　　表 

（資産の部） （負債の部）



個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品、製品、仕掛品、原材料、貯蔵品

移動平均法に基づく原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法により算定）

② 有価証券の評価基準及び評価方法

ア 時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法によって処理し、売却原価は移動平均法により算定）

イ 時価のないもの

移動平均法に基づく原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

定額法

② 無形固定資産

定額法

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

② 賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する部分を計上しております。

③ 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額により計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

① 消費税等の会計処理は、税抜き方式によっております。

② グループ通算制度を適用しております。

２．当期純利益金額

当期純利益金額 89,021,602円

ただし、自社利用ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっており
ます。

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ
いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

当社はプラスチックフィルム・チューブの製造・販売を行っております。これらの製品ついては、顧客が当該製品
を検収した時点で履行義務が充足されると判断しており、通常は当該時点で収益を認識しておりますが、国内の販
売において、出荷時から顧客が検収するまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しておりま
す。


